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1. はじめに 

本業務は，当該地の既存建物の解体時に残置した杭(残

存杭)が，新規に計画されている建物の施工時に弊害とな

る懸念があることから，これらの残存杭を対象に，ボー

リング孔を用いた地中探査によって，杭長及び配列につ

いて調査したものである．調査範囲は，敷地内全体では

なく，新規計画建物の杭施工時に弊害となり得る範囲で

ある． 

今回は本業務における，調査手法・調査手順及び調査

結果を報告する． 

 

2. 地中探査手法について 

 杭の材質が不明な為，本調査では磁気探査とボアホー

ルレーダー探査を併用しての調査をおこなった．以下に

は，各調査手法について説明する． 

 

(1) 磁気探査 

鉄類等の強磁性体は，置かれている場所の磁界によっ

て誘導される誘導磁気と，その物体が持っている永久磁

気との合成された磁石になっている．磁気探査法は，こ

の磁石による磁界の強さを検知し磁性体の大きさや位置

を探る探査法である． 

磁気探査法の対象物としては，構造物基礎(鋼管杭，RC

杭，シートパイル等)，地下埋設物(鉄管，ケーブル等)，

不発弾類が挙げられる．また，検知器から対象物までの

探査可能距離は，対象物の大きさや測定箇所のノイズレ

ベルによって異なる．一般的な磁気測定器での探査可能

距離を表-1に示す． 

表-1 磁気探査可能距離 

 

 

 

 

(2) ボアホールレーダー探査 

ボアホールレーダー探査の原理は，現在路面下空洞調

査等で広く用いられている地中レーダーと基本的には同

じである．送信アンテナから地中に向けて発射された電

磁波は，電気的性質(比誘電率)の異なる境界面で反射す

る性質を持っている．埋設管，空洞，地下水，または地

層境界面などで反射した電磁波が再び受信アンテナに到

達するとき，その往復時間から反射物体までの距離が計

算できる．さらにアンテナを移動しながら測定すること

により，反射物体の位置を知ることが可能となることを

利用した探査法である．一般に探査可能距離は 0.5～

1.0m 程度とされている． 

3. 調査フロー 

図-1 に本業務の調査フローを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査フロー 

 

4. 調査結果 

図-2 に調査地点位置図を示す．杭長探査用の鉛直ボー

リングを 1 箇所(図中の緑丸)，杭配列調査用の斜めボー

リングを 7 箇所(青丸)実施した．その他，地盤調査用の

鉛直ボーリングを 2 箇所(赤丸)実施した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 調査地点位置図 

不発弾（250kg）・構造物基礎 1.5 ～ 3.0ｍ 

鋼管杭・シートパイル・ＲＣ杭 1.0 ～ 1.5ｍ 

【22】 
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(1) 杭長調査結果 

杭長調査は，図-2 に示す No.3 地点(緑丸)において鉛

直ボーリングを実施し，その孔を利用した地中探査によ

りおこなった．調査位置の選定理由は，No.3 地点の近傍

に既存建物の解体時に既存建物の杭頭が確認されており

(図-2 の×で示された箇所)，この杭を対象として杭長の

調査が可能であると考えたためである． 

調査で得られた波形と同敷地で実施した地盤調査ボー

リング No.1 地点(図-2 赤丸)の柱状図を並べたものを図

-3 に示す．図-3 の波形から読み取れるように，GL-25.6m

付近で波形の変化が確認できる．また，GL-25.6m 付近は，

No.1 地点のボーリング柱状図から読み取れるように洪

積層の出現深度である．したがって，杭は洪積層を対象

に根入れがされており，杭長は 25.6m 程度と推定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 杭長調査結果 

 

(2) 配列調査結果 

配列調査は，既存建物外周の地中梁沿いの No.4～No.9

地点(図-2 青丸)において斜めボーリングを実施し，その

孔を利用した地中探査によりおこなった． 

ボーリング 1 地点の探査により得られた波形データを

図-4 に示す．図-4 の波形データより，磁気探査では斜距

離 1.9m と 15.0m，ボアホールレーダー探査では斜距離

8.9m に杭と想定される波形が確認された．得られた斜距

離を水平距離に換算し，平面的な位置を算出した．また，

各地点の探査データから，杭と想定される波形を読み取

り，その波形が確認された位置から磁気探査での探査可

能距離(表-1)を 1.5m として図-5 に示した． 

図-5の地中探査結果，ボーリング掘進時の地中障害物

確認位置や目視で確認された残存杭の分布状状況を考慮

し，図-6の残存杭の配列推定図を作成した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 斜めボーリング孔を用いた探査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 探査反応範囲図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 残存杭の配列推定図 

 

5. おわりに 

 調査後の工事により，杭種は鋼管杭であることが判明

している．したがって，本調査における探査結果では，

磁気探査の方がボアホールレーダー探査に比べて，明瞭

なデータが取得できたと考えられる．今後，建築分野・

土木分野ともに再開発や維持管理の面から，残存杭の位

置調査は多くなると考えられる．様々な探査方法を併用

し，精度の向上を図りたいと考えている． 

磁気探査 ﾎﾞｱﾎｰﾙﾚｰﾀﾞｰ 

 

杭先端GL-25.6m 

磁気反応の消失 

磁気探査 波形データ 

ﾎﾞｱﾎｰﾙﾚｰﾀﾞｰ 映像図 

斜距離 1.9m 

斜距離 15.0m 

斜距離 8.90m 


